
 

 

 

  

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境創造局長から認定書を交付し、認定者が今後の活動に 

向けた抱負を語ります。 

 

日時・場所 

  日時：令和２年７月 28 日(火)午前 11 時から 11 時 20 分 

  場所：環境創造局長室（市庁舎 28 階） 

 

認定者の概要 

認定者名 農業従事地区 農業経営 

大久保 E

お お く ぼ

A A E真 E

ま さ

AA E美 E

み

A さん 泉区 
野菜を生産 
主に産直スーパーなどへ出荷 

AE中丸 E

なかまる

A A E陽子 E

よ う こ

A さん 泉区 
果樹を生産 

主に自家直売の他、収穫体験や加工にて販路拡大 

AE平本 E

ひらもと

A A E春香 E

は る か

A さん 神奈川区 
野菜・果樹を生産 
主に農協直売の他、産直スーパーなどへ出荷 

 
 

◆参考情報 

     「横浜農場」について・・・ 

      「横浜農場」は、食や農に関わる多様な人たち、農畜産物、農景観など、横浜らしい農業全 

体を農場として見立てた言葉です。横浜市では、この「横浜農場」を使い、横浜の農業の 

ＰＲを進めています。 

 

 

令和 ２年 ７月 2 2 日 
環境創造局農業振興課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

裏面あり 

昨年度の様子 

よこはま・ゆめ・ファーマー認定式 

 

～～女女性性農農業業者者をを応応援援！！～～  

第 25 期 「よこはま・ゆめ・ファーマー」 

を認定します 
 

横浜市では、女性農業者がいきいきと働き暮らせる農のある豊かなまち横浜を目指すため、農業経

営・農家生活・地域活動等に主体的にかかわっている女性農業者を「よこはま・ゆめ・ファーマー」

として認定しています。 

このたび、令和２年度、第 25 期よこはま・ゆめ・ファーマーとして３人の女性農業者を認定します。

本制度が始まった平成８年度から今年度まで、のべ 133 人の方が「よこはま・ゆめ・ファーマー」に

認定されることになります。 

 今後も加工等の施設見学や勉強会、交流会を通して支援を行い、女性農業者のネットワークづくり

や能力開発に役立てます。 



 

 

 

 

 

 
 

認定要件 
 (1) 横浜市内に居住する女性で、認定時の年齢が原則として 60 歳以下の者 

 (2) 農業に従事する者、又は農家世帯の構成員で農家生活や地域の活性化のために積極的に活

動をしている者 

 (3) 目指す女性農業者像の目標に対して積極的に取り組む意志のある者 
 
目指す女性農業者像 
 (1) 農業者として、地域の農業を支える担い手としての自覚と誇りを持つ。 

 (2) 農業経営に主体的に参画し、豊かな暮らしの実現に努める。 

 (3) 生活者の視点を活かし、消費者との連携を深めた農のある地域づくりや、女性たちの仕事

づくりを目指す。 

 (4) 地域の農業に関する様々な方針決定の場へ積極的に参画する。 

 (5) 女性農業者ならではのネットワークづくりを目指す。 
 
申請から認定までの流れ 

 

 

 
 
認定後の支援（認定から４年間） 
  グループ活動や研修の場への参加、ネットワークづくりの支援を行います。また、横浜みど 

りアップ計画に基づく直売所・加工所の設置支援事業における補助の対象となっています。 

 

～令和元年度の活動支援～ 
女性農業者が中心となって運営している他都市の事例（加工所や収穫体験施設）視察を支援 

しました。 

また、加工に関する勉強会のほか、ネットワークづくりのための交流会を開催しました。 

交流会では、各自がおすすめの一品を持ち寄り、よこはま・ゆめ・ファーマー同士の交流を深 

めることができました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

【よこはまゆめ交流会】     【他都市の加工所の視察研修会】    【加工品の座学研修会】 

 

 

 

※取材を希望される場合は、事前にご連絡をお願いします。 

お問合せ先 

環境創造局農業振興課長     朝倉 友佳 Tel 045-671-2606 
 

認定申請書を 

市に提出 
市内部の認定審査会で 
認定者を決定 

認定式 

【参考】よこはま・ゆめ・ファーマー支援事業の概要 

 


